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進 路 だ よ り   
３学期が始まったと思っていたら、もう３月。早いですね。 

３月１日、高等部３年生がそれぞれの進路に向けて羽ばたきました。今回は、２学期

後半から３学期に実施した進路に関する取組をお伝えします。 

 

 

 

１０月に現場実習、１１月の進路面談を経て最終的な進路が決定しました。１２月に卒業後

企業就職予定者について関係機関（障害者職業センター、障害者就業・生活支援センター、ハ

ローワーク、学校、本人）で、就職後の支援などについて話し合いました。他にも、障害者就

業・生活支援センター登録を完了しました。 

【R７年度卒業生進路先及び生活の場一覧】 

  進路種 進路先 所在地 仕事内容 生活の場 雇用形態 

１ 企業 クアーズテック 東彼杵郡 セラミック加工 自宅 正社員 

２ 企業 トヨタ自動車 愛知県 自動車製造 社員寮 正社員 

３ 企業 エレナ川棚店 東彼杵郡 鮮魚 自宅 フルパート 

４ A型 スマイル 佐世保市 クリーニング 自宅 パート 

５ A型 チャレンジ 佐世保市 ブロイラー GH 正社員 

６ B型 
MINATOMACHI 

FACTORY 
佐世保市 小物製作 自宅 

 

７ B型 L VILLAGE 大村市 小物製作 GH  

８ B型 PROGRESS 佐世保市 木工製品 自宅  

９ B型 チームわらびの里 佐世保市 農作業 GH  

10 B型 Link 佐世保市 箱折り等 自宅  

11 B型 パールハイム 大村市 真珠加工 入所  

12 B型 SPARKJOY  佐世保市 金属加工 自宅  

13 B型 SPARKJOY有田 有田町 菓子製造 自宅  

14 B型 きらり作業所 島原市 製袋作業 入所  

15 生活介護 第二長崎慈光園 東彼杵郡 余暇活動 入所  

16 生活介護 
そら 

佐世保祐生園  

東彼杵郡 

佐世保市 
余暇活動 自宅 

 

17 生活介護 きぼうの里 諫早市 余暇活動 入所  

 

 

 

 天候にも恵まれ、１月下旬から２月にかけて、進路の方向性等に合わせてそれぞれが希望

する場所で実習を行い、成果と課題を考えることができました。事後学習で実習をしっかり

振り返り、現場実習報告会では、一人一人の自信につながる素晴らしい発表ができました。 

 

 

 

 

高等部１、２年 現場実習 

 

高等部３年生の進路 

 

 

 

 



 

 

 

三者面談を実施し、本人と保護者の希望に応じた志望校を選択すること 

ができました。また、入学者選考検査のフローチャートを作成し、入学者 

選考検査までの流れを保護者に確認していただきました。１２月に実施し 

た入学者選考検査にかかる保護者説明会には、関係保護者全員出席してい 

ただき、受検までの日程や確認事項、願書の記入について共通理解を図る 

ことができました。 

【中学部３年生進路先】 

         ・長崎県立川棚特別支援学校高等部：９名 

         ・山口県立宇部総合支援学校高等部：１名 

 

 

 

 

生徒の希望や居住地にある企業を中心に全１４社の進路開拓を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

新規開拓企業 地域 仕事内容 

フードパッカー川棚店 川棚町 食肉加工 

福岡トヨタ 佐世保市 洗車 

箕望荘 大村市 介護補助 

大島造船所 西海市 製造等 

大空の会 佐世保市 清掃、調理補助、洗濯など 

ふれあい広場 はるの 西海市 支援員 

佐世保祐生園 佐世保市 清掃等 

クアーズテック 川棚町 製造等 

下田商事 波佐見町 食料品卸 

西海みずき信用組合 佐世保市 清掃 雑務 

立山印刷 佐世保市 印刷補助 

長崎空港ビルディング 大村市 清掃、補助業務 

環境リサイクルエネルギー 佐世保市 リサイクル、検品 

JR九州サービスサポート 佐世保市 駅構内清掃 

フードパッカー川棚店 川棚町 食肉加工 

進路先新規開拓と実習企業 

 

中学部３年 三者面談 保護者説明会 等 

 

 

 

進路について（保護者の皆さまへ） 豊田進路指導主事より 

 

進路は突然決まるものではなく、小学部から高等部までの積み重ねの中で少し

ずつ形づくられていきます。 小学部では、生活リズムや身辺自立、挨拶や気持ち

を伝える力など、将来の土台を育てます。「できた」という経験を重ねることが何

より大切です。中学部では、自分の得意・不得意や安心できる環境を知り、働く

ことへの意識を少しずつ育てます。「できるかどうか」よりも、「どのような環境

なら力を発揮できるか」を一緒に考える時期です。高等部では、就労や福祉サー

ビスなど具体的な進路を考えます。しかし、進路はゴールではなくスタートです。

卒業後も支援は続きます。  

 子どもの成長は一直線ではありません。小さな成長を大切にしながら、学校と

ともにお子様の未来を育てていきましょう。  


